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平
成
二
十
三
年
度
　
第
一
・
四
半
期

護
身
武
道
武
道
研
究
会

（
ス
キ
ル
向
上
へ
の
取
り
組
み

、
研
究
機
関

）

※
護
身
短
刀
取
り
　
Ⅰ
・
・
想
定
し
た
型
と
し
て

平
成
二
十
三
年
度
　
第
一
・
四
半
期

護
身
武
道
研
修
セ
ン
タ
ー

　
　

（
心
技
体
の
向
上
訓
練
確
認
機
関

）

１
第
三
十
二
回
指
導
者
研
修
会

日
時
　
平
成
二
十
一
年
五
月
十
五
日

（
日

）

　
　
　
１
５
：
４
０
～

１
８
：
４
０

場
所
　
荒
川
区
荒
川
３
・
４
９
・
１

　
荒
川
区
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
４
階
第
多
目
的
室

）

研
修
内
容

　
①
昇
段
審
査
確
認

　
②
生
涯
学
習
ラ
ー

ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
講
座
に
向
け
て

平
成
二
十
三
年
度
　
第
一
・
四
半
期

偲
ぶ
会

平成２３年7月１日

平
成
二
十
二
年
度
　
第
一
・
四
半
期

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
 

理
事
会

第
二
十
四
回
定
例
理
事
会

日
時
　
平
成
二
十
三
年
五
月
十
五
日

（
日

）

　
　
　
　
　
　
　
　
１
２
：
３
０
～

１
８
：
２
０

場
所
　
荒
川
区
荒
川
３
・
４
９
・
１

　
　
　
荒
川
区
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

（
４
階
第
多
目
的
室

）

審
議
事
項

　
①
役
員

、
実
行
委
員
長
の
役
割
分
担
確
認
の
件

　
　
・
副
実
行
委
員
長
選
出
確
認
の
件

　
②
三
行
事
・
事
業
展
開
確
認
の
件

　
　
・
場
所

、
役
割

、
企
画

、
宣
伝

、
そ
の
他

　
③
昇
段
審
査
等
に
伴
う
確
認
の
件

　
　
・
初
段
審
査
官

、
弐
段
審
査
官

　
　
・
高
段
者
審
査
方
法
確
認

　
④
生
涯
学
習
ラ
ー

ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
講
座
概
要
確
認
の
件

　
⑤
支
部
開
設

、
宣
伝
活
動
ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル
確
認
の
件

　
⑥
第
３
２
回
指
導
者
研
修
会
内
容
確
認
の
件

 
⑦
そ
の
他
の
事
項

　

平
成
二
十
三
年
度
　
第
一
・
四
半
期

青
少
年
育
成
指
導
相
談
室

（
事
務
局
報
告

）

（
イ
ン
タ
ー

ネ

ッ
ト

、
電
話

、
面
接
等
に
よ
る
相
談
機
関

）

　
個
別
相
談
　
　
　
二
件
 
 
 
・
登
校
拒
否
　
０
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
い
じ
め
　
　
０
件

　
　
①
登
校
前
に

、
体
調
が
悪
く
な
る

。

　
　
②
友
達
が
出
来
な
い

。

　
　
③
継
続
的
に

、
暴
力
を
受
け
る

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
そ
の
他
　
　
二
件

　
Ｈ
Ｐ
相
談
件
数
　
　
　
　
　
　
０
件

心
の
こ
り
を
ほ
ぐ
す

（
連
載

）

「
ス
ト
レ
ス
を
上
手
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル

」

　
私
た
ち
は
い
き
て
い
る
か
ぎ
り
ス
ト
レ
ス
を
完
全
に
避
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん

。
し
か
し
ス
ト
レ
ス
を
の
り
越
え
た
り

、
解
消
し
た
り

、

ス
ト
レ
ス
強
く
な
る
こ
と
は
可
能
で
す

。
ス
ト
レ
ス
の
解
消
に
役
立
て

つ
さ
ま
ざ
ま
な
方
法
を
紹
介
し
て
い
ま
す

。
ど
れ
で
も
け

っ
こ
う
で
す

か
ら

、
自
分
に
合

っ
た
も
の
を

、
ぜ
ひ
毎
日
の
生
活
の
中
に
組
み
入
れ

て
実
践
し
て
く
だ
さ
い

。
ス
ト
レ
ス
解
消
に
役
立

っ
た
り

、
ス
ト
レ
ス

解
消
に
役
立

っ
た
り

、
ス
ト
レ
ス
に
強
く
な

っ
て
い
る
こ
と
を
実
感
で

き
る
こ
と
で
し
ょ
う

。

「
ス
ト
レ
ス
は
人
生
の
妙
薬

」

　
私
た
ち
は
ス
ト
レ
ス
を
避
け
て
生
き
て
い
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

。

し
か
し
ス
ト
レ
ス
が
ま

っ
た
く
な
い
生
活
も

、
緊
張
感
の
な
い
味
気
な

い
も
の
と
い
え
ま
す

。
要
は
ス
ト
レ
ス
を
た
め
込
ま
ず
に

、
軽
減
す
る

方
法

、
ス
ト
レ
ス
に
強
い
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
肝

心
な
の
で
す

。
参

考

資

料

　

日

本

私

立

学

校

振

興

・

共

済

事

業

団

本

部

発

行

冊
子

平
成
二
十
三
年
度
　
行
事
予
定

　
五
月
　
十
五
日

（
日

）
研
修
会
・
理
事
会

　
七
月
　
三
十
日

（
土

）
合
同
練
習
会
・
合
同
研
修
会

　
　
　
三
十
一
日

（
日

）
合
同
練
習
会
・
合
同
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
会

　
　
九
月
　
十
八
日

（
日

）
理
事
会

　
　
九
月
二
十
三
日

（
金

）
他
武
道
参
戦
・
研
修
会

　
十
一
月
　
二
十
日

（
日

）
研
修
会
・
理
事
会

　
十
二
月
二
十
六
日

（
月

）
本
部
納
会

平
成
二
十
四
年

　
　
一
月
　
八
日

（
日

）
鏡
開
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
護
身
武
道
演
武
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
特
別
研
修
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
理
事
会

　
　
三
月
十
八
日

（
日

）
研
修
会
・
理
事
会

②
我
孫
子
市
役
所
課
税
課
 
 
　
・
・
四
月
五
提
出

 
※
提
出
書
類
 
 

市
町
村
税
の
均
等
割
申
告
書

　
　
　
　
　
　
　
　
財
産
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
貸
借
対
照
表

　
　
　
　
　
　
　
　
収
支
報
告
書

　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
報
告
書

二
第
３
４
号
新
聞
編
集
会
議

　
日
時
　
平
成
二
十
三
年
五
月
十
五
日

（
日

）
１
５
：
０
０
～

１
５
：
１
０

　
場
所
　
荒
川
区
立
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
３
階
会
議
室

三
派
遣
事
業

１
生
涯
学
習
ラ
ー

ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
講
師
打
ち
合
わ
せ
会

　
日
時
　
４
月
１
３
日

（
水

）
１
４
：
０
０
～

１
７
：
０
０

２
講
師
派
遣
・
・
１
名

（
助
手
２
名

）

　

「
平
成
２
３
年
度
生
涯
学
習
ラ
ー

ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
講
座

」

 
日
時
　
６
月
５
日
～

６
月
２
６
日

、
・
・
４
回

　
場
所
 

台
東
区
根
岸
５
・
１
８
・
１
３
根
岸
教
育
館
（
関
係
記
事
裏
面

）

　
　
　
　
道
場
だ
よ
り

 
本
部
道
場
 
　
　
　
　
　
　
　
 
 

舘
　
長

場
所
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８
上
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
月
曜
日
　
１
９
：
０
０
～

２
１
：
０
０

※
ア
イ
シ
ン
グ
と
は
何
か
・
・
・

（
連
載

）

１
|
３
　
ア
イ
シ
ン
グ
は
万
能
選
手

②
こ
む
ら
返
り
に
も
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

ス
ポ
ー

ツ
等
を
し
て
い
て
よ
く
起
こ
る
現
象
に
「

こ
む
ら
返
り
」

が
あ
り
ま
す
。

ふ
く
ら
は
ぎ
の
筋
肉
が
つ
っ

て
一
時
的
に
縮
ん
だ

ま
ま
の
状
態
に
な
っ

て
し
ま
う
も
の
で
、

こ
れ
が
起
こ
る
と
運
動

の
続
行
は
不
可
能
で
す
。

慌
て
ず
に
ス
ト
レ
ッ

チ
を
す
れ
ば
自
然

に
治
り
ま
す
が
、

ひ
ど
い
場
合
は
痛
み
が
翌
日
以
降
に
残
り
ま

す
。

こ
れ
ら
は
筋
肉
が
異
常
収
縮
し
、

小
さ
な
損
傷
を
起
こ
し
て

い
る
た
め
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

ス
ト
レ
ッ

チ
ン
グ
し
た
後
に
ア
イ
シ
ン
グ
を
し
て
お
く
と
よ
い
で

し
ょ

う
。

こ
む
ら
返
り
が
治
っ

て
試
合
や
練
習
に
復
帰
し
た
場
合

も
、

運
動
後
の
ケ
ア
と
し
て
ア
イ
シ
ン
グ
を
し
て
お
け
ば
、

翌
日

以
降
の
ダ
メ
ー

ジ
を
最
小
限
に
く
い
止
め
る
こ
と
が
で
き
る
で

し
ょ

う
。

な
お
、

こ
む
ら
返
り
と
似
た
現
象
は
、

大
腿
部
や
腹
筋
な
ど
他
の

部
位
で
も
起
こ
り
え
ま
す
。

い
わ
ゆ
る
「

筋
け
い
れ
ん
」

と
呼
ば

れ
る
も
の
で
、

疲
労
の
激
し
い
と
き
や
ウ
ォ
ー

ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
不

足
の
と
き
に
し
ば
し
ば
起
こ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
も
同
様
に
ア
イ
シ

ン
グ
を
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、

事
後
の
筋
肉
へ
の
ダ
メ
ー

ジ
を
減

少
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

③
け
が
以
外
に
も
有
効
・
・
・
・
・
・
・
・
・

応
急
処
置
が
必
要
な
の
は
、

上
記
の
よ
う
な
け
が
ば
か
り
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ス
ポ
ー

ツ
活
動
等
の
周
辺
で
は
、

他
に
も
い
ろ
い
ろ

な
ト
ラ
ブ
ル
が
起
こ
り
え
ま
す
。

例
え
ば
次
の
よ
う
な
場
合
も
ア

イ
シ
ン
グ
は
有
効
で
す
。

真
の
成
功
者
は

失
敗
と
学
び
を

繰
り
返
し
大
成

し
て
い
く

平
成
二
十
三
年
度
　
第
一
・
四
半
期

N
P
O
法
人
全
日
本
護
身
武
道
連
盟
　
事
務
局

一
報
告

１
事
業
報
告
　
千
葉
県
庁
　
　
　
　
・
・
四
月
五
日
提
出

 
・
定
款

（
事
務
所
移
転
に
伴
い

）

　
・
前
事
業
年
度
の
事
業
報
告
書

　
・
前
事
業
年
度
の
財
産
目
録

　
・
前
事
業
年
度
の
貸
借
対
照
表

　
・
前
事
業
年
度
の
収
支
計
算
書

　
・
前
事
業
年
度
の
役
員
名
簿

　
・
前
事
業
年
度
の
社
員
の
う
ち
1
0
人
以
上
の
氏
名

２
減
免
申
請

①
柏
県
税
事
務
所
 
 
 
 
 
 
・
・
四
月
五
日
提
出

　
※
提
出
書
類
　
　
道
府
県
民
税
均
等
割
申
告
書

　
　
　
　
　
　
　
　
定
款

 
 
　
　
　
　
　
　
財
産
目
録

　
　
　
　
　
　
　
　
貸
借
対
照
表

　
　
　
　
　
　
　
　
収
支
報
告
書

　
　
　
　
　
　
　
　
事
業
報
告
書

上
野
道
場
　
　
　
　
　
 
 
 
 
　
　
瀧
井
師
範

場
所
台
東
区
東
上
野
６
の
１
６
の
８
上
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
月
曜
日
　
１
９
：
０
０
～

２
０
：
１
０

東
日
本
大
震
災
に
よ
り
被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に

、
心
よ
り
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

。
一
日
も
早
い
復
旧
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

。

世
田
谷
道
場
　
　
　
　
 
　
　
　
笠
置
師
範

場
所
　
世
田
谷
区
桜
丘
２
の
１
の
３
９
　
桜
丘
中
学
校
格
技
室

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
　
　
１
９
：
０
０
～

２
１
：
０
０

三
鷹
道
場
　
　
　
　
　
　
　
　
　
笠
置
師
範

場
所
　
三
鷹
市
北
野
３
の
１
の
５
北
野
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
　
９
：
０
０
～

１
２
：
０
０

草
加
道
場
　
　
　
　
　
　
大
村
師
範
・
片
倉
師
範

場
所
　
 
 

草
加
市
清
門
町
６
７
１
 

新
田
西
文
化
セ
ン
タ
ー

練
習
日
時
　
毎
週
日
曜
日
 
1
７
：
０
０
～

１
９
：
０
０

松
戸
五
香
道
場
　
 
 
 
 
 
 
 

及
川
師
範

場
所
松
戸
市
五
香
西
四
丁
目
二
二
の
一

　
　
　
 
 
 
 
 
 
 

松
戸
市
立
松
飛
台
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
 
 

毎
週
日
曜
日
　
 
１
7
：
０
０
～

2
0
：
０
０

連
絡
先
 
０
９
０
７
２
１
７
５
６
６
１

※
５
級
審
査
実
施
　
２
月
２
０
日
合
格
　
及
川
寧
久
殿

※
５
級
審
査
実
施
　
２
月
２
０
日
合
格
　
城
戸
菜
央
殿

　東
葛
道
場
　
 
 
　
　
　
　
　
　
長
島
師
範

場
所
　
我
孫
子
市
高
野
山
５
３
７
　
我
孫
子
中
学
校
武
道
場

練
習
日
時
　
毎
週
水
曜
日
　
　
１
9
：
０
０
～

2
１
：
０
０

連
絡
先
　
０
９
０
８
０
５
７
３
１
０
８

※
二
級
審
査
実
施
　
4
月
1
7
日
合
格
　
飯
田
祐
生
殿

真
土
道
場
　
　
　
中
武
師
範
・
及
川
師
範
・
舘
 

長

場
所
　
荒
川
区
西
日
暮
里
一
の
五
の
八
荒
川
旧
真
土
小
学
校
体
育
館

練
習
日
時
　
毎
週
土
曜
日
　
１
０
：
０
０
～

１
２
：
０
０

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
　
１
３
：
０
０
～

１
５
：
０
０

※
4
級
審
査
実
施
　
4
月
1
6
日
合
格
　
中
嶋
雅
隆
殿

ひ
た
ち
な
か
教
室
　
　
指
導
師
範
　
平
戸
師
範

連
絡
先
　
０
９
０
２
７
３
７
０
８
１
２

日
時
　
　
　
不
定
期
開
催

東
芝
府
中
教
室
　
　
　
　
大
関
本
部
指
導
員

連
絡
先
　
０
９
０
３
８
１
３
５
５
１
０

日
時
　
　
　
不
定
期
開
催

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援
作
業
報
告

本
部
道
場
　
大
関
浩
一
 

３
月
１
１
日
の
東
日
本
大
震
災
で
大
き
な
被
災
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る

、

青
森
県
八
戸
市
に
あ
る
製
紙
工
場
へ
の
復
興
支
援
作
業
に
行

っ
て
ま
い

り
ま
し
た

。

２

ヶ
月
以
上
た

っ
た
今
で
も
所
々
に
大
震
災
の
大
き
な
爪
あ
と
が
見
受

け
ら
れ
ま
し
た

。
工
場
は
海
岸
線
に
あ
り

、
最
大
の
津
波
は
８
ｍ
近
く

あ

っ
た
そ
う
で

、
高
い
建
物
の
壁
に
は
そ
の
後
が
生
々
し
く
残

っ
て
い

ま
し
た

。

工
場
内
に
は
ガ
レ
キ
の
山
々

、
製
品
化
し
た
の
ち
に
被
害
に
あ

っ
た
紙

の
山
々
が
あ
り

、
想
像
を
超
え
る
被
害
が
あ
り
ま
し
た

。
 

２
０
年
近
い
お
付
き
合
い
の
有
る
工
場
の
方
の
お
話
を
聞
く
と

、
当
日

は
強
い
揺
れ
の
後
に
津
波
警
報
が
発
令
さ
れ

、
更
に
大
津
波
警
報
と
な

り

、
高
い
建
物
に
避
難
し
た
と
こ
ろ
徐
々
に
津
波
が
押
し
寄
せ

、
工
場

従
業
員
の
方
の
自
家
用
車
が
約
３
０
０
台
が
次
々
と
波
に
さ
ら
わ
れ
た

と
の
事
で
す

。

「
避
難
場
所
か
ら
自
分
の
車
が
流
さ
れ
て
行
く
の
を
見
届
け
る
事
し
か

出
来
な
か

っ
た
よ

」
「
津
波
が
家
に
来
て

、
天
井
の
高
さ
ま
で
入

っ
て

き
た
と
き
に

、
家
が
流
さ
れ
て
し
ま

っ
た

」
と
言
わ
れ
た
時
に
は
言
葉

を
失
い
ま
し
た

。
 

私
の
復
興
支
援
作
業
は

、
紙
を
作
る
制
御
装
置
が
正
常
動
く
か

、
異
常

は
無
い
か
の
確
認
が
主
で

、
幸
い
に
も
無
事
で
あ
る
こ
と
が
確
認
出

来

、
一
安
心
ま
し
た

。
現
地
で
は
ま
だ
ま
だ
復
興
作
業
は
続
い
て
い
ま

す
が

、
被
災
者
の
皆
様
の
ご
苦
労
は
想
像
以
上
に
大
変
な
も
の
で
あ
る

こ
と
を
実
感
し
ま
し
た

。

今
現
在

、
自
分
た
ち
が
何
不
自
由
無
く
生
活
で
き
る
こ
と
の
有
り
難
さ

を
良
く
考
え

、
防
災
へ
の
取
り
組
み
な
ど
今
一
度
考
え
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
思
い
ま
す

。
護
身
武
道
を
学
ぶ
者
と
し
て

、
災
害
時
の
お
け
る

「
護
身

」
と
い
う
意
味
も
非
常
に
大
切
な
も
の
と
考
え
ま
す

。
 

最
後
に

、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お

祈
り
申
し
上
げ
る
と
と
も
に

、
被
災
さ
れ
た
皆
様

、
ご
家
族

、
な
ら
び

に
ご
関
係
者
の
皆
様
に

、
心
か
ら
お
見
舞
い
を
申
し
上
げ
ま
す

。

皆
様
の
安
全
と
一
日
も
早
い
復
興
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す

。

⑤
後
ろ
短
刀
突
き
つ
け

全
回
転

膝
裏
蹴
り
落
と
し

・
後
ろ
廻
し

・
振
り
蹴
り
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（
有

）
亀
屋
酒
店

（
銘
酒
専
門

、
お
中
元

、
お
歳
暮
に

）

三
鷹
市
北
野
３
の
６
の
１
０

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

０
４
２
２
ー

４
５
ー

５
４
６
０

)

和
菓
子
処
　
八
千
代
堂

本
　
 

店
　
合
羽
橋
通
り
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

3
8
4
1

)

3
4
4
1

千
束
店
 
 

千
束
通
り
入
口
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

3
8
7
2

)

1
7
0
5

石
川
商
店

（
お
肉
屋
さ
ん

）

台
東
区
入
谷
１
の
９
の
３

（
初
代
会
長
の
お
店

）

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

３
８
７
３

)

４
７
２
０

瀧
井
商
店

（
す
だ
れ

）

台
東
区
東
上
野
６
丁
目
・
・
会
長
の
お
店

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

　
３
８
３
１

)

０
８
４
４

（
有

）
カ
サ
ギ
電
気
工
業

（
電
気
工
事

、
設
計

）

世
田
谷
区
祖
師
谷
２
の
９
の
２
６

　
 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

３
４
８
４

）
６
２
８
２

有

）
油
屋
商
事

（
エ
ネ
ル
ギ
ー

、
住
宅
設
備

）

ひ
た
ち
な
か
市
笹
野
町

 
Ｔ
Ｅ
Ｌ

(

０
２
ー

９
２
７
４
ー

８
８
８
７

)

※
派
遣
事
業
・
・

（
護
身
武
道
の
持
つ
本
質
等
を
広
め
る
た
め

、
企

業

、
地
域
に
指
導
員
を
派
遣
す
る

。

）

　

生
涯
学
習
ラ
ー
ニ
ン
グ
ス
ク
エ
ア
講
座

場
所
　
台
東
区
根
岸
５
の
１
８
の
１
３
　
根
岸
社
会
教
育
館

☆
第
一
回
目
・
・
６
月
５
日

（
日

）
１
４
：
０
０
～

１
６
：
０
０

※

参
加
人
員
・
・
１
３
名

（
男
性
３
名

、
女
性
１
０
名

）

※
参
加
指
導
者
・
・
片
倉
教
士

、
笠
置
教
士

、
瀧
井
錬
士

、
大
村
錬
士

、

　
　
　
　
　
　
大
関
本
部
指
導
員

、
竹
下
支
部
指
導
員

、
大
塚
助
手

　　

☆
第
四
回
目
・
６
月
２
６
日

（
日

）
１
４
：
０
０
～

１
６
：
０

０※
参
加
人
員
・
・
１
１
名

（
男
性
４
名

、
女
性
７
名

）

※
参
加
指
導
員
・
・
片
倉
教
士

、
笠
置
教
士

、
大
村
錬
士

、

　
　
　
　
　
　
　
　
大
関
本
部
指
導
員

☆
第
三
回
目
・
６
月
１
９
日

（
日

）
１
４
：
０
０
～

１
６
：
０

０※
参
加
人
員
・
・
９
名

（
男
性
３
名

、
女
性
６
名

）

※
参
加
指
導
員
・
・
笠
置
教
士

、
瀧
井
錬
士

、
大
関
本
部
指
導
員

☆
第
二
回
目
・
６
月
１
２
日

（
日

）
１
４
：
０
０
～

１
６
：
０

０※
参
加
人
員
・
・
１
５
名

（
男
性
４
名

、
女
性
１
１
名

）

※
参
加
指
導
員
・
・
笠
置
教
士

、
大
村
錬
士

、
瀧
井
錬
士

、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
下
支
部
指
導
員

※
講
話

（
講
師

）
・
・
武
術
と
武
道
に
つ
い
て

武
術
と
は

、
武
士
が
戦
い
の
た
め
に
身
に
付
け
る
技
術
で
あ
る

。
術

そ
の
も
の
は

、
闘
い
競
い
合
い

、
勝
敗
に
こ
だ
わ
も
の
と
し
て
の
解

釈
が
で
き
る

。

「
武
道
と
は

、
一
つ
の
解
釈
と
し
て
二
つ
の
戈
を
止

め
る
争
わ
ざ
る
道
の
修
行
で
あ
る

。
古
来
中
国
で
老
子
が
語

っ
た
さ

れ
る

、
・
・
・
・
・
・
・
・
・
道
に
一
番
近
い
の
が

「
水

」
で
あ

り

、
水
の
よ
う
に
柔
軟
に
生
き
る
べ
き
だ
と
説
い
て
い
る

。
術
と
道

の
違
い
は

、
何
か
を
行
い

、
行
う
と
き
”
ど
う
あ
る
べ
き
か
等
”
の

倫
理
的
概
念
を
内
在
し
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
・
・
・

「
人
に
優
し
く

」
の
意
味
す
る
こ
と

、
延
い
ひ
い
て
は
自
分
を
大
切

に
す
る
こ
と
と
な
り
・
・
・
・

。
護
身
武
道
の
意
義
で
あ
る

「
坦
々

と
生
活
し

、
生
き
抜
く
こ
と
に
ほ
か
な
ら
な
い

」
こ
と
と
な
る

。

※
質
疑
応
答

（
講
師

）

　
平
常
心
と
は
？

　
そ
の
他

※
第
一
回
講
座
終
了
挨
拶

捌、払い、抜き技
を分かれて練習。      ストレッチ

     基本練習
グループ別指導

大関本部指導員片倉先生
竹下支部指導員

大村先生

笠置先生
大塚助手

瀧井先生

大きな声を出し
ましょう！！

※
講
話

（
講
師

）
・
・
上
達
す
る
た
め
に
は

我
々
は
生
ま
れ
た
時
か
ら
現
在
ま
で
習
い
覚
え
学
ん
で
き
ま
し
た

。
そ
の
結
果

と
し
て
現
在
が
あ
る
と
思
い
ま
す

。
習
い
事
等
は

、
な
か
な
か
上
達
し
な
い
状

況
が
あ
り
ま
す

。
前
回
の
武
術
と
武
道
の
違
い
で
述
べ
ま
し
た
が
心
身
の
鍛

練

、
修
行
を
重
ね
る
武
道
に
と

っ
て
は
相
当
な
期
間
を
必
要
と
し
ま
す

。
、

「
一
疑
一
信
相
参
勘
し

、
勘
極
ま

っ
て

、
信
始
め
て
堅
し

」
と
い
う
言
葉
が
あ

り
ま
す

。
続
け
て
い
く
中
で

、
疑
い
信
じ
・
・
・
信
が
始
め
て
信
念
に
な
る

。

上
達
線
は

、
斜
線
・
曲
線
で
は
上
達
し
ま
せ
ん

。
階
段
状
に
上
達
し
て
い
く
も

の
と
さ
れ
ま
す

、
あ
き
ら
め
る
こ
と
な
く

、
続
け
る
こ
と
で
す

。
何
事
に
お
い

て
も

、
こ
の
傾
向
は
あ
る
も
の
で
す

。
護
身
武
道
が
上
達
し
て
行
く
こ
と
に

よ

っ
て

、

「
坦
々
と
生
活
し

、
生
き
抜
く
こ
と

」
の
ベ
ー

ス
と
し
て
い
け
る
も

の
と
確
信
し
て
い
ま
す

。

３
月
１
１
日
の
東
日
本
大
震
災
が
あ

っ
て
３

ヵ
月

、
如
何
に
坦
々
と
生
活
す
る

こ
と
が
難
し
い
こ
と
か

、
生
き
ぬ
く
こ
と
の
大
切
さ
が
み
ら
れ
ま
し
た

。
上
達

す
る
た
め
に

、
修
行
を
続
け
る
こ
と
に
よ

っ
て
心
の
安
定
を
は
か
れ
る
事
が
出

来
れ
ば
価
値
の
あ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す

。

※
質
疑
応
答

（
講
師

）

　
練
習
す
る
こ
と
に
よ
る
効
果
は
？

　
注
意
力
の
醸
成
は
？

　
そ
の
他

※
第
二
回
講
座
終
了
挨
拶

※第一回目復習

※科目練習

　三級手首

　三級腕

　二級②手首
　二級③手首

マ

ッ
ト
を
使
用
し
て
・
逆
技

、
投
げ

、
難
し
い
技
で
す
が
一
人
一
人
に

指
導
し

、
何
回
か
行

っ
て
い
く
な
か
で
上
達
も
見
ら
れ
ま
し
た

。
・
・

逆技のポイントは「押し、引き、捻り、捌き・・・・等」が連動してでき
るものです。・・・・・「崩しは厳しく、投げは優しく」です。

☆
怪
我
を
し
な
い

、
さ
せ
な
い
こ
と
が
お
互
い
の
技
の
練
習
に
は
必
要
で
す

。

☆
習
い
覚
え
る
と
い
う
こ
と
は

、
否
定
す
る
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん

、
肯
定
す

る
こ
と
に
よ
り
成
長
す
る
も
の
と
考
え
て
く
だ
さ
い

。

☆
前
回
述
べ
た
と
お
り

「
人
に
優
し
く

」
を
実
践

、
実
感
し
て
く
だ
さ
い

。

※
講
話

(

講
師

）
・
・
護
身
に
つ
い
て

身
を
守
る
と
い
う
こ
と
は

、
生
ま
れ
な
が
ら
に
備
わ

っ
た
一
面
も
あ
り
ま

す

。

社
会
生
活
を
送

っ
て
い
く
な
か
で

、
大
・
小
の
ト
ラ
ブ
ル
に
遭
う
こ
と
は
避

け
て
は
と
う
れ
な
い
こ
と
だ
と
思
い
ま
す

。
そ
の
場
所
に
い
な
い
こ
と

、
そ

の
よ
う
な
状
況
に
な
ら
な
い
こ
と

、
そ
の
よ
う
な
要
因
と
な
ら
な
い
よ
う
に

心
掛
け
る
こ
と
が
肝
心
な
こ
と
で
あ
り

、
間
違
い
の
な
い
こ
と
で
も
あ
る
と

考
え
ま
す

。
ト
ラ
ブ
ル
や
暴
力
に
対
し
て

、
ど
う
あ
る
べ
き
か
ど
う
す
べ
き

か
思
い
考
え
行
動
す
る
こ
と
は
必
要
な
こ
と
で
す

。
対
応
の
仕
方
に
よ

っ
て

大
き
く
異
な

っ
て
く
る
か
ら
で
す

。
頭
を
下
げ
こ
と

、
謝
る
こ
と
で
そ
の
場

が
収
ま
る
の
で
あ
れ
ば

、
あ
え
て
応
戦
す
る
こ
と
は
な
い
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
？
身
を
守
る
と
い
う
こ
と
は

、
勝
つ
こ
と
で
は
な
い
の
で
す

、
如
何
に

日
常
を
坦
々
と
生
活
が
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
な
の
で
す

。
心
の
持
ち
よ
う

で
ト
ラ
ブ
ル
や
暴
力
に
対
応
し
て
い
く
こ
と
が

「
人
に
優
し
く

」
の
意
味
す

る
と
こ
ろ
な
の
で
す

。
・
・
・
・
・

今
講
座
で
伝
え
る
べ
き
こ
と
は

、
大
き
な
声
を
出
せ
る
事

、
如
何
に
逃
げ
る

か
を
心
が
け
る
事
で
す

。
ま
さ
に
坦
々
と
生
活
し
生
き

抜
く
こ
と
な
の
で
す

。
過
信
せ
ず

、
自
分
を
し

っ

か
り
と
持
ち
護
身
武
道
の
意
義
を
実
践
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す

。

※
ク
ー

ル
ダ
ウ
ン

※
第
三
回
講
座
終
了
挨
拶

※

講
話
（
講
師

）
・
・
受
け
と
逃
げ
に
つ
い
て

相
手
と
対
峙
し
た
場
合
に

、
最
も
必
要
な
こ
で
あ
る
受

け
と
逃
げ
に
つ
い
て
の
考
え
方
を
護
身
武
道
小
林
会
と

し
説
明
し
ま
す

。
・
・
・
・
・

（
護
身
武
道
新
聞
第
２

０
号
に
も
掲
載

）
受
け
と
は

、
受
け
る
こ
と
に
よ
り
攻

撃
を
持

っ
た
も
の
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

、
攻
撃
を

伴

っ
て
い
な
け
れ
ば
そ
れ
は
逃
げ
と
な
り
・
・
・

（
先

の
先

、
後
の
先

、
後
の
後

）
・
・
・
究
極
の
受
け
は

、

受
け
る
こ
と
が
攻
撃
と
な

っ
て
い
る
こ
と
が
最
善
と
い

え
る

。
少
な
い
動
き
等
に
よ
り
最
大
の
効
果
を
生
む
よ

う
に

、
動
き
の
無
駄
を
削
り

、
際
を
大
切
に
修
業
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

。
際
を
大
切
に
す
る
こ
と
が

対
峙
し
た
時
の
受
け
の
最
高
の
矛
と
盾
と
な
る

。
逃
げ

と
な
る
よ
う
な
も
の
が
続
く
の
で
あ
れ
ば

、
対
峙
せ
ず

後
ろ
を
向
い
て
逃
げ
る
ほ
う
が
よ
い

。
身
体
に
危
険
が

迫
り

、
絶
体
絶
命
状
態
の
時
に
備
え
て
日
々
研
鑽
す
る

こ
と
が
大
切
な
こ
と
と
い
え
ま
す

。

※
質
疑
応
答

（
講
師

）

　
設
立
動
機

、
ル
ー

ツ
は
？

　
拍
子
と
は
？

　
そ
の
他

※
第
四
回

（
最
終
回

）
講
座
終
了
挨
拶

・
指
導
員
と
記
念
撮
影

・
全
員
と
握
手

※開講挨拶

スケジュール

※ストレッチ

※基本練習

突、受、蹴り

◎このような状況になった時に、何をどうするべきかを学ぶ！！！☆折りたたみ傘を使用しての護身の技を習
う

☆
羽
交
締
め
守
法

（
対
処
の
方
法

）
（
デ
フ

ェ
ン
ス
と
し
て
の
攻
撃

）

★
全
員
が
当
た
る
よ
う
に

、
女
性
の
方
は
男
性
の
力
を
実
感
し

て
行
い
ま
し
ょ
う

。

（
仕
掛
け
の
側
の
方
は
遠
慮
な
し
で
本
気

で
力
一
杯
行
う
こ
と
が

、
何
か
の
時
に
力
と
な
り
ま
す

。

）

※グローブ着用　　　　乱取り実践練習

※
開
講
挨
拶

ス
ケ
ジ

ュ
ー

ル

※
ス
ト
レ

ッ
チ

　
　
・
大
村
錬
士

※
基
本
練
習

　
・
片
倉
教
士

※
ヌ
ン
チ

ャ
ク

　
　
　
素
振
り

※
器
物
法
ベ
ル
ト

　
直
接
攻
め

　
間
接
攻
め

※
短
刀
取
り

※
４
グ
ロ
ー

プ
に
分
か
れ

・
器
物
法
ベ
ル
ト
・
短
刀
取
り


